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　　We 　made 　a　survey 　with 　some 　age 　groups 　 Qf ．w 。 men 　 on 　 the　 preference　 of 　 seven −colored

agar −agar 　jellies　in　terms 　of 　effective 　color 　combinator 】．　 As 　the 　results
，
　clear 　differences　ameng

age 　groups　in　their　preference　were 　recognlzed ．

　　Girls　of 　6　years
’
01d ，　 women 　of 　20　years

’

old 　and 　40−60　years
’

Qld 　 preferred　 mainly 　 red ，
white 　and 　green，　respectively，　 as 　a　dominant　color 　and 　also 　preferred　the　multi −color 　combination

with 　theSe　dOminant　 COIOrS ，

　　While　the　color 　combinati 。n 　with 　white 　was 　widely 　 prefelred　 by　 every 　 age 　 groups，　 thls

combination 　with 　black　was 　not 　accepted 　by　any 　age 　gro耳ps　as 　an 　effective 　color 　combination ．

　 自然界に 存在す る 食品 の 数 は多く，そ れ ら食品 の 色も

多種 多様 で あ っ て ．その 食品の 色は食欲を刺激す る重要

な 要素の
一つ で あ る 。 色と食欲 に つ い て L ・ワ hス ン D

は ，昔人類が え さあ さ りを して い た こ ろ ， 手 が か りに し

て い た共通 の 特徴 は 色 だ とい う。 よ く熟れた 果実は 赤や

だ い だ い 色 の 系統 であり，根や 芽ぽ黄色が か っ て お り，

木の 実や 食用 に な る 動物は 茶 色 の もの が 多 く，した が っ

て こ れ らの 色が食欲 を強化 した と述べ て い る。食品 の 色

の嗜好に関す る研究 として ，先に著者らは 着色あ め 玉 に

て年齢別，性別，季節別，地域別 の 色彩嗜好傾向，選択

理 由 な どを報告 した 2）
。 古くは BirrenS） の 7 色 ス ペ ク ト

ル の 各色と食欲の 関係は 広 く知 られ て お り塚 田 4），花 田 5）

らも年齢差，性 差等の 色彩嗜好，着色 菓子 の 色彩嗜好調

査 を 行 っ て お り． 近 くは ）ii
’
m6）

の 色彩嗜好の 発表が あ る。
しか し実際 の 調理 に際し ては 盛 りつ け，配膳な ど さらに

視覚的な 工 夫 を こ らす 。
つ ま り食品 の 配色 は 味，香 りの

表 f．食驫名 お よ び寒天の 色の マ ン セ ル 値

バ ラ ン ス と共に 大きな 配慮が な され る と こ ろ で あ る 。

　色彩学 に お い ては 配色は非常に 重要 な 要素で あ り．数

多 くの 研究 が なされ て い るが，食 品に お け る配色 の 研究

は 少な い
。 食品 の 配色 と食欲は ，色彩学 とは 異なっ た嗜

好を 示 す と思わ れ る 。 そ こ で今回署者 らは ，予備調査
n

に お い て嗜好度 の 高か っ た彩度，明度 を 参考に し て ．食

品 の 色を生か して作っ た寒天ゼ リ
ー

を使用 し，2色 の配

色 の嗜好を女子年齢別 に 比較を行 っ た 。 またそれらの 嗜

好を総合 し，年齢別 に 食品 の 好 ま しい 配色パ タ ーン を 作

製し，食品の 配色 に つ い て の
一

つ の 知見 を得た の で報告

す る。

＊
福岡教育大 学

＊＊
香蘭女 子短期大 学

調　査　方　法

56

　 1． 試　料

　食品 の 色を生か し て 作 っ た 7 色の 寒天 ゼ リーを 3cm ×

・1cm 　xlcm に 切 り試料 と した 。 使用 した食品名お よびそ

れぞれ の 寒天 ゼ リー
の マ ン セ ル 値 は 表 1 の 通 りである。

試料の 寒天ゼ リーは い ずれも可能 な 限 り各 色 の マ ン セ ル

値 の 色相．明度 ， 彩度を同
一

とした 。

　2．　調査対象お よび調査時期

　対象は 女子で福岡市内の 幼稚園児 （6 歳） 52名，短大

生 （20歳）307名．市内 3 箇所 の 公民館等 の 集ま り で の

婦人 （40〜60歳）64名で あ る 。

　調査時期は 1983年 2 月23日〜28日で ，調査 し た 部屋 の
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照度 は ほ ぼ 1000　1x程度で あ っ た 。

　 3． 調査方法

　直径 10cm の 白い 皿 に赤 ・橙 ・
黄

・
緑

・茶 ・黒 ・白の

7種 の 寒天 を ，赤 と他 の 色 と の 組合 わ せ 6 組 を赤 の グル

ープ，橙と他 の 色 と の 組合わせ 6 組 を 橙 の グ ル ープ とい

うように ，それぞれ の 色に 他の 色 1色づ つ を組合わ せ て

7 グ ル ープ．42組作製 し た 。 そ の 各グル ープ か ら最 も食

べ た い もの を選 ば せ ．それぞれ の 選択理 由を項 目の 中か

ら選ぱせ た 。 さらに 単色の 寒天 ゼ リーに つ い て，そ れぞ

れ の 連想食品を自由に 記入させ た 。 なお ，幼稚園児に 対

して は 聞きとり調査 とした 。

調　査　結　果

　 1． 組合わせ の 年齢別嗜好傾向
一

色グ ル
ー

プ別
一

　図 1 に み られ る よ うに 赤 の グル
ープ で は ．橙 との 組合

せ を 6 歳が 52．0％，20歳が 31．9％で ，40〜60歳 の 12．5％

に 比較 して有意に多い （P〈O。OO5，　 P＜0．001）。緑との

組合わ せ et40〜60歳が2L　9％ で 他の 年齢 に 比較 して 有意

に多い （P＜O．005，Pく0．001）。　また 白 との 組合わ せ は

20歳 は 44．3％ ，
40〜60歳は 43．8％で 6歳の21．2％に比 し

て 多 く，と くに 20歳と 6 歳との 間に は有意差がみ られた

（Pく0．005）。

　橙の グル ープは ，赤 との 組含わせ が 6歳44．2％ で ，他

の 年齢 に 比較 して有意に 多 い （P＜O．　OOI．　 P＜O．oel）。

黄 と の 組合 わ せ は 20歳 が 36，2％，40〜60歳が 28，1％で 6

歳 の 13，5％に比較して多く．とくに 20歳 と 6 歳 とに は 有

意差が み られ る （P＜O．005）。 緑との 組合わ せ は 40〜60

歳は 25，0％ で ．20歳 の 1．6％，6 歳の 7．7％ に 比較 し て 多

く，とくに20歳とに は 有意差がみられ る （P＜0．001）。

　黄の グ ル ープは ，赤 と の 組合わせ が 6歳で は 28．8％ で

20歳 の 7．5％，40〜60歳の 9，4％ に 比較 し て 多 く．と くに

20歳とに は有意差がみ られ る （Pく0．001）。 橙 との 組合

わ せ は 20歳は 40．1％で 他 の 年齢に 比較 し て 多 い 傾向がみ

られ る。 緑 との 組合わ せ は 40〜60歳が 28．1％ で 他 の 年齢

に 比較 し て有意に多い （P＜0．OOI）。

　緑の グル ープ は ，赤 との 組合わ せ ，橙 との 組合わ せ が

6歳が32．7％，25．O％ で．20歳 の 8．5％ ，
7．　1％ t　 40〜60

歳の 12．5％，9，4％ に 比較 して 多 く，と くに 20 歳とに は

有意差が認め られ る （P＜0．001，P＜0．00工）。 白 との 組

合わ せ は 20歳が 47．6％ で 他の 年齢に 比較 して 有意に 多い

（P＜0．001）。

　茶 の グル ープ は ， 赤との 組合わ せ が 6歳40．4％で 他 の

年齢に 比較して有意に 多い （P＜0．OOI）。 白 との 組合わ

せ が20歳は 30．0％，40〜60歳39．O％ で 6歳の 13．5％ に 比

較して有意差は な い が多い
。 ま た緑との 組合 わ せ が 40〜

60歳26．6％ で，他 の年齢に 比 し て有意差は ない が多 い 。

　黒 の グル ープは ，赤 との 組合わせ が 6 歳は 30．
．
7％で 20

歳 の 10．8％，40〜60歳の 14。1％ に 比較 して多 く，と くに

20歳 と に は 有意差が み られる （P＜0．OOI）．緑 との 紐合

わ せ が 40〜60歳は 25 ．O％で 20歳 の 6．5％，6 歳の 5．8％に

せ

図 2．色 の 組合わせ の 嗜好　
一女 子年令別一
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比較す る と多 く．と もに 有意差 が み られ る （P＜O．OOI，
P＜0．005）。

　 白の グル ープは ，橙 との 組合わせ が 6 歳34．6％，20歳

37．8％ で ，い ずれ も40〜60歳の 18。7％に 比較して 多く，

とくに 20 歳は有意差がみ られ る （P〈O．005）。 緑 との 組

合わせ が40〜60歳は 28．1％ で 他 の 年齢 に 比較 して 有意に

多い （P〈O．　OOI）。

　2． 組合 わ せ の年齢別嗜好傾向
一

組合わせ別一

　 2 色 の 組合わせ を延べ て 21組 とし，年齢別 に 図 2 に 示

した。

　 6歳は赤橙が最も多 く13．　7％ ．
つ い で赤白 8．3％，橙

白8．0％，赤茶7．4％の 順 で ，赤橙 ・赤茶 の 組合わ せ は 他

の 年齢 に 比較 して 有意 に 多 い （い ずれも P＜O．OO1）。最

も少ない の は 茶黒 1．4％，緑黒 1．4％o，黄緑 1・6弩で ，緑

黒 ・黄緑 の 組合わ せ は 40〜60歳に 比較 して有意 に 少 な い

（P＜O．　OOJ「
，
　P 〈0．00ユ）。

　20歳は橙黄10．9％．橙白102 ％，赤白 9．9％ の 組合わ

せ が最も多 く．つ い で 緑白7．8％e ．赤橙 7，4％，黄茶 7．1

％ の 順で ，橙黄 。橙白 ・黄茶 ・茶黒は ， 他 の 年齢 に 比し

て 有意差は ない が多い 。最も少な い の は赤茶1．1 ％ ， 橙

緑 1．2％で ，つ い で赤 緑 の 1．9％ で あ る。とくに 赤緑 ・橙

緑 は 他の 年齡 に 比較 し て 有意差は ない が少な い
。

　40〜60歳は赤白9．8％， 黄緑 7．8％，橙白 7．6％，緑白

7．1％が 最 も多く，つ い で 橙黄6．9％，緑茶6．5％．茶白

6．5 ％ の順で ，他 の年齢に 比較して 黄緑
・
緑黒

・
緑茶が

多 く．とくに 黄緑 ・緑茶は有意 に多い （黄緑 ： 6 歳20歳

と もに P＜0．001
， 緑黄 ： 6 歳20歳 と もに P＜0．005）0

　 3． 組合わせ の年齢別嗜好傾向
一

色別
一

　赤を 組入れ た もの ，橙を 組入 れ た もの と い うよ うに ，

そ れぞれ の 色を 組入 れた もの の 統計を年齢別 に 比較 した

結果が表 2で あ る。

　 6 歳は 赤を組入 れ た もの 22．4 ％，橙 を組 入 れ た も の

202 ％，白を組入れたもの 15．0％ の 順に 多く， 少ない の

は 緑を 組 入 れた もの 9．3％，黒を組入れたもの 9、2％で あ

る 。

　20 歳は 白を 組 入 れた もの 21．6％，橙を組入れたも の

17．4％，黄を組入れ た もの 16．5％の 順 に 多 く，少 な い の

は 黒 を 組入 れ た もの 9．　8％で あ る 。

　40〜60歳は 白を 組入れ た もの20．1％ ， 緑を組入れたも

の 18．2％ の 順 に 多く， 少ない の は 黒を組入れ た もの 9．9

％で あ る，

　 6 歳は 赤 。橙 ，20歳は 澄 ・黄，40〜60歳は 緑 ・黄を組

入 れた もの が 多 く，い ずれ の 年齢も共通 し て 白を組入れ

た もの が 多 く，黒 を組 入 れ た もの が 少ない 。

　4， 食品 に お け る好まれる配色パ タ
ー

ン

　色 の組合わせ の 嗜好傾向 よ il　s 多 く好まれ る組合わ せ

表 2．組合せ の 嗜好 （色別）
一
女 子年令別一

丶 　
輪

聡わ 舫
＼ 馳

6　 歳 女 児 20 歳 女 子 40〜60歳 女 性

順 位 亅燉 （名）」％ 順位 1人数   1 ％ 順 位 人数 （名） ％

赤を組み 入れた もの 1 ユ6322 ，44 54ユ 12．65 10912 ，2
燈を組み 入れた もの 2 ユ4720 ，22 74917 ，44 11212 ．5
黄を 組み 入 れた もの 4 9412 ．93 70916 ．53 14816 ．5
緑を組み入れ た もの 6 68 9，36 441 ユ0．22 163 ユ8，2
茶を組み入れ た もの 5 8Q11 ，05 51111 ，96 9510 ，6
黒を組 み 入れ た もの 7 67 9．27 420 9．87 89 9，9
白を組 み 入 れた もの 3 10915 ．01 92721 ．61 18020 ．1

6歳女干 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 20歳女子

図 3．食品に お け る好 ま しい 配色パ ターソ 　ー女子年令別
一

2 色の 組合わ せ の 嗜 好傾 向 よ り， 多 く好 まれ る組合わせ を

総合的に配列 し，年齢別 の 配色の 嗜好 パ タ ーン を作製 した。

（256 ）
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表 3．組合わせ の選 択理 由　一女子年令別
一

》
難方法

＼
箕

赤を組み 入れた もの

橙 を組 み 入 れた もの

黄を組み 入れた もの

緑 を組 み 入れた もの

茶 を組 み入れた もの

黒 を組 み 入れた もの

白を組 み 入れた もの

色 彩勲 （
色 が ぎれ い

色 が好 き ）
・ 歳 1・・ 劇

41
磁1合 計

　 66
（40，5）
　 63
（40，4）
　 39
（4ユ、9）
　 28

（41．2）
　 26
（32．5）
　 29
（43．3）
　 54
（49．5）

　 309
（57．1）
　 405
（54．1）
　 332
（46，8）
　 ユ94

（44．o）
　 129
（25．2）
　 ユ71
（41．1）
　 511
（55．1）

　 61
（56，0）
　 49
（43．7）
　 71
（48，0）
　 65

（39．9）
　 31
（32．6）
　 42
（47．2）
　 86
（47．8）

　436
（53，6）
　 517
（50．8）
　442
（46．5）
　 287

（42．7）
　 186
（27．1）
　 242
（42．3）
　 651

（53．5）

彌 理 蝋黥饕 う）

・ 卸 ・歳 141劇 合 計

　 44
（27，0）
　 52
（33．3）
　 30
（32．3）
　 17

（25．0）
　 29
（36．3）
　 21
（31．3）
　 32
（29．4）

224
（41．4）
　318
（42．5）
　356
（50．2）
217

（49．2）
　358
（70．1）
　211
（50．7）
　 384

（41．4）

　 42
（38，5）
　 59
（52，7）
　 75
（50．7）
　 92

（56．4）
　 60

（63．2）
　 41

（46，1）
　 86

（47、8）

　 3ユ0
「

．
（38．1）
　 429
（42。2）
　 461
（48．5）

　 326

（48．5）
　 447

（65．2）
　 273

（47，7）
　 502

（41，3）

そ の 他
・
無 答

・ 歳 ・。歳 141驫 1合 計

　 53
（32．5）
　 41

（26．3）
　 24
（25，8）
　 23
（33，8）
　 25
（31．2）
　 17

（25．4）
　 23

（21．1）

　 8

（1．5）
　 26

（3．4）
　 21
（3．0）
　 30
（6．8）
　 24
（4．7）
　 34

（8．2）
　 32

（3．5）

　 6

（5，5）
　 4

（3．6）
　 2

（1．3）
　 6
（3．7）
　 4
（4．2）
　 6
（6．7）
　 8
（4．4）

　 67
（8．2）

　 71

（7．O）
　 47

（5．0）
　 59
（8．8）

　 53
（7．7）

　 57

（10．0）
　 63
（5．2）

総合計

　 813
（10D．Q）
1，　017
（100．0）
　 950

（100．0）
　 672
（／0Q，O）
　 686

（1GO．0）
　 572
（100．0）
1

，
216

（100．0）

合 計
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 225　　2♪068　　　455　　2，748　　　　206　　　175　　　　36　　　417　　　5，926305　　2，051　　　405　　2，761
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （28　0）　　（4　0）　　（4　0）　　（7　0）　　（100　0）（41　4）　（47　8）　（45　2）　（46　6）　　（30　6）　（48　2）　（50　8）　（46．4）

（ ） の 中は％ ・上段 は 人数

表 4．連 　想 　食　品　一女 子年 令別一

訳
u

・才 ｛
2・・ ｛
一 ｛

赤

1，い 　ち　 ご

　 　 （48、1）
2，り　 ん 　 ご

　 　 （21．2）

1．い 　ち　 ご

　　 （54，4）
2．チ ェリ ー
　 　 （13．0）

1．い 　ち　 ご

　 　 （37．5）
2，寒 　 　 天
　 　 （17．2）

橙

L み 　か 　ん

　 　 （40．4）
2．オ レ ン ジ

　 　 （30．8）

1．み 　 か 　 ん

　　 （57．3）
2．オ レ ン ジ

　 　 （36．8）

1．み 　か 　ん

　 　 （48．4）
2．オ レ ン ジ

　 　 （34．4）

黄

1．パ イナ ッ プ ル

　 バ ナ ナ 〔28．1）
2．寒　　　 天
　 　 　 （17．3）

1．卵・
卵 製 品

　　　 （43．O）
2．レ 　　 モ 　 　 ン

　 　 　 （23，1）

1，卵 ・卵 製 品
　 　 　 （50，0）
2．レ 　　モ　　ン

　 　 　 （20．3）

緑

1．茶
　 　 （13，5）
2．よ う か ん

　 　 （13．5）

1．茶
　　 （78．5）
2．緑 色 野 菜
　 　 （8．5）

1，茶
　 　 （71．9）
2．緑 色 野 菜
　 　 （18、8）

茶

ト

）

　

8
【
＆

レ

 

コ
ヨチ1

1．チ ョ
コ レ

ー
ト

　　　 （3Q．3）
2．よ　 う か ん

　 　 　 （27．0）

1．よ う、か ん

　 　 　 （25．0）
2．あずき

・チ ョ
コ

　 レ
ー

ト（21．9）

黒

L チ ョ
コ レ ート

　 　 　 （7、7）

1．コ　ー
　 ヒ　

ー
　　　 （38、7）
2．よ　う か ん

　 　 　 （18，9）

1、黒　 　 　 豆

　　　 （34．4）
2，昆　　　 布
　 　 　 （18．8）

白

1．牛 　　 乳
　 　 （19．2）

1．牛　　 乳

　　 （73．0）
2．淡 　　 雪

　 　 （9．4）

1，牛 　 　 乳
　 　 （40，6）
2．淡　　　雪
　 　 （18．8）

（ ）の 中は ％

を総合的 に 配列 し，年齢別 の 配色 の 好み の パ タ
ーン を作

製 し図 3 に 示 した。

　 6 歳は 赤を中心 に ，20歳は 白を中心 に 他 の 色が 配列 し．

い つ れ も黒がは み 出 し．40〜60歳 は 緑を中心 に 他の 色が

配列 し，赤 が は み 出 した とい うパ タ ーン が で きた 。

　5． 色の組合わせ の 選択理由

　表 3 に示 す よ うに ， 選択理由は 各年齢 と も色彩 と味覚

とに 大差は み られ な い （6 歳は ，は っ き り答え られない

もの が 28％あ っ た ）。

　年齢別，色別 に み る と，赤を 組入 れた もの は 各年齢 と

も色彩で 選ぶ 傾向に あ る。 6 歳は赤を 除 く他 の 色 を 組 入

れ た もの に お い て も ， 茶を 組入 れ た もの 以外は すべ て 色

彩が 多い 。20歳，40〜60歳 ば 茶を 組入れ た もの は味覚が

70．1％，63．2％ で 有意 に 多 い が．．他 の 色 を 組入れ た もの

に は 味覚，色 彩 に 大 差 は み られな い 。

60

　 6． 連想食品

　衷4 に み られ る よ うに 赤 ・橙 ・緑 ・茶 ・白色に つ い て

は ，各年齢 と も同 じよ うな連想がみ られ （赤 は い ち ご，

磴 は み か ん とオ レ ン ジ ， 緑は お 茶 ， 白は 牛乳）， 黄 色 に

っ い て は 20歳お よ び40〜60歳 は か な り類似 し，6歳 は 異

な っ た連想を し て い る 。 黒 に つ い て は 各年齢とも相違 し

た連想で ある 。 6 歳は 黒 。茶 に つ い て連想食品が思 い 浮

か ばな い もの が多い
。

考察および結論

　女子の 6 歳，20歳，40〜60歳に 対 し て ，食品 の 色 で 製

作 し た 赤 ・橙 。
黄

・
緑 。 茶 ・黒 ・臼の 7 色 の 寒天ゼ リー

を 2色づ つ 組合わ せ て 7 グ ル ープ，42組 に つ い て，組合

わ せ の 色彩嗜好調査を行 っ た 。その 結果，色 の 組合わ せ

の 嗜好傾向は年齢 に よ る 明らか な差が認 め られ る。 6歳

（257 ）

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Japan Society of Cookery Science

NII-Electronic Library Service

The 　Japan 　Sooiety 　of 　Cookery 　Soienoe

食品に おける 配色の 女子年齢別譬好

は 赤や 橙 を 組入 れ た 組合 わ せ ，と くに赤橙 ・ 赤茶 の 組合

わせ を他 の 年齢 よ り有意に 多 く好 ん だ 。
20歳は 自 ・橙 ・

黄を 組入 れた 組合わ せ を多 く好み ，と くに橙黄 ・燈白つ

い で赤 白 な どの 組合 わ せ を 好む 傾 向に あ る。40〜60歳は

白 。緑 ・黄 を 組入れ た 組合わ せ を多 く好 み，とくに 黄緑。

緑白を多く好む傾向に ある 。 また他 の 年齢に 比較す ると

平均化 の 傾向が あ り，色彩と味覚の 多様化傾向がみ られ

る 。 6 歳 と20歳 は 色相 が きれい な組合わせ ．つ まり赤 ・

磴 ・黄 。白が 隣接 した 組合わせ を好む傾向が 類似 して い

る よ うで ある が，しか し 6 歳は 赤が ，20歳は 白が それぞ

れ ほ とん どすべ て の 色 との 組合わ せ の 中心 に な っ て い る

とこ ろ が相違 して い る。ま た．40〜60歳は 緑を組込 ん だ

組合わ せ を 他 の 年齢よ り多 く好む の が 特異的で あ る。白

と の 組合わせ は い ずれ の 年齢 と もに 好まれ る傾向に あ る

が ，Birren3），花 田 5＞ は 白に つ い て の嗜好 に は ふ れ て お

らず，一
般 の 色 彩嗜好に つ い て は ，川 染

6 ） は 12〜20歳 の

男女 と も好 きな色 の 1 位は 白で あ る と報告し て い る 。 白

は他の い ずれ の 色 と組合わせ て も配色 の よい 色 で あ る こ

とか ら，食 品 の 場合 も同 じよ うな傾向が み られ る
’
こ とは

うな づ け る結果で ある し，特に 日本人 の 米食か らくるイ

メ
ージ に よ る配色 の 嗜好も考え られ る。そ の 他 日本人 は，

パ ン や うど ん に して も漂白 した もの に 人気が集ま るが ，

ドイ ツ 人 では 自然的か つ 健康的に 思え る無漂白パ ン ，ま

た は ラ イ 麦パ ソ を好む よ うに ，色 の 食欲 へ の 影響 は 文化

生理学的 と もい え る。

　20歳 も40〜60歳 もと もに ，多くの もの が 緑 の 連想食品

を お 茶 と答え，ま た選択理 由は い ずれ も味覚と して い る

が ， 緑 との 組合わ せ が 40〜60歳 に 有意に多 い こ とは ，年

齢が 増す 1，C つ れ て お 茶 の 味を好む傾向が み られ る よ うに

な る の か ，或は 緑は や す ら ぎの 色 で あ り， 他の 色 の 中に

あ っ て や わ らか み を出す配色 の 効果 の あ らわ れ か は 推測

の 域を出な い。赤 。橙 を組 入 れ た 組合わ せ は年齢が 低 い

ほ ど好 まれ るが ，前報
2） の 著者らの 結果も単色に お い て

年齢が低 い ほ ど赤 ・橙が好まれ る と い う結果で あ っ た 。

L ・ワ トス ン の い うよ く熟れ た 果実へ の 本能的なもの で

あろ うか。また こ れ は Blrrenの 説 と も
一致す る 。 そして

その 選択理 由は色がきれい ，色 が好 きと答え，食品の 配

色 に あた り年齢 の 低 い も の は 赤 ・ 橙色を 使用 した方が食

欲を増す よ うで ある 。 各年齢 とも黒 は ，色 の 組合わ せ に

お い て好 まれず．食品 の配 色 効果と して は 認 め が たい 色

で あ る。しか し，他 の 色を引き立 て あるい は ひ き しめ る

た め の 重要 な 色 で あ る と もい えるで あろ う。

　6歳は 色 の 組合わせ に お い て 色彩で 選ぶ 傾向に あり，

前報の 著者らの 報告 で も，単色 に お い て幼稚園児は 同様

に色彩で選ん で い た 。 20歳 と40〜60歳は 組合わ せ の 選択

理 由 に は 多 くの も の に 色 彩 と味覚とに 差 は 見 られ な い と

こ ろか ら，年齢 に か か わ りなく，食欲 に とっ て 食品の 配

色 は 重要な要素 で あ るこ とが確認 された。そ して それ は，

幼児に お い て は 特に 大きな要素 とい え る で あろ う。

要 約

　女子 6 歳，20歳，40〜60歳を 対象 に レ食品の 色 で作っ

た 寒天ゼ リー7 色 の 2 色 づ つ の 組合わせ の 嗜好傾向 ， 選

択理 由を調査 し，年齢別 の 比較検討を行な っ た 。

　1） 年齢別組合わせ の 嗜好傾向は ，6 歳は 赤 や 磴を 組

入れ た もの ．と くに赤橙 の 組合わせ を多 く好み，20歳は

鐙 。黄 ・白を 組入 れた もの ．と くに橙黄の 組合わ せ を好

ん だ 。
40 〜 60歳は 白 ・

緑
・
黄 を組 入 れ た もの ，と くに 赤

白 ・黄緑 ・磴白 ・緑白 の組合 わ せ を好み，緑を組入れた

もの を好む もの が他の 年齢に 比較 して多か っ た 。 全体的

に は 明るい 色の 組合わ せ が好 まれ ，とくに 白 との 組合わ

せ は どの 年齢 に も平均的に 好まれ た 。

　2） 多 く好 まれ た 組合せ を 総合的に ま とめ る と，6 歳

は 赤，20歳 は 白，40〜60歳は 緑が中心 とな っ た配色 パ タ

ーン が作製 で きた 。

　3） 選択理由は ，6 歳 は 色彩で 選 ぶ もの が 多 ぐ 20 歳．

40〜60歳は 色彩と味覚に大差は なか っ た 。

　4）　各色 の 連想食品は ，赤 ・橙 。緑 ・白 ・茶 は 各年齢

と も共 通 した 連想を して お り．黄 ・ 黒 に年齢差 が み られ

た 。 また 6歳は茶 ・黒の 食品の イ メ ージが浮か ばな い も

の が多か っ た 。
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